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Kふぁ～む
夜明けのメタセコイア（Kふぁーむ）
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申込者様

相談

あさかホスピタルグループ

あさか
ホスピタル

連携
啓寿園

連携安積福祉会
介護保険施設

相談支援室

地域連携室

連携強化による退院後のケア充実へ

老年期包括チームメンバー

入院の際、お身体の状態によって今後の生活を支えていくためのケアについて、意向調査を行い、
ご本人様・ご家族様と一緒に考えていきます。お気軽にご相談ください。

あさかホスピタル入院（要介護者）
自宅へ 施設への

  入所を希望

安積福祉会の
各施設入居申し込み

※リハビリ後、啓寿園から介護施設へ入居する場合もあります。

※入院時（要介護認定時）に退院後の意向調査を行い、
情報提供について了承後、入所希望の場合は関連介護施設と共有

　

ケアマネジャー等と連携し、ご自宅で
安心して暮らすためのケアを一緒に検討

啓寿園
申し込み

啓寿園入所
（リハビリ目的）

ご自宅での
生活

病棟と各施設が老年期ベッドコントロール会議で
情報交換をしつつ入所調整を行う

安積福祉会
介護施設入居

ケアマネジャー等
の支援

⬅

⬅ ⬅ ⬅

⬅
⬅

⬅ ⬅
⬅

コムニタあさか
　◎ウェル居宅介護支援事業所
　◎安積地域包括支援センター
　　（郡山市より委託）

社会福祉法人安積福祉会
　◎しらさわ有寿園居宅介護支援事業所
　◎本宮市白沢地域包括支援センター
　　（本宮市より委託）

認知症の検査、
治療に関するご相談

介護保険の申請、ケアプラン作成、介護サービス利用に関するご相談
郡山市<コムニタあさか>
◉ウェル居宅介護支援事業所 ………………………………TEL： 024-946-0581
◉安積地域包括支援センター（安積町に住所のある方）  ……TEL： 024-946-9088
本宮市
◉しらさわ有寿園居宅介護支援事業所 …………………… TEL: 0243-64-2888
◉本宮市白沢地域包括支援センター（白沢地域に住所のある方）… TEL: 0243-24-5131

◉あさかホスピタル　
　TEL： 024-945-1701　　お問い

合わせ先

介護施設入所のご相談
◉介護老人保健施設啓寿園
　TEL: 024-946-6145
◉安積福祉会入居調整・
　総合相談支援室 
   ベッドコントロール室　
　TEL： 024-953-3456
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向かって左側が本館

あさかホスピタルグル ープ認知症ケア体制

〇要介護1～5の方の入所支援
〇医師が配置され、自宅復帰を目指したリハビリ
〇通所リハビリや訪問リハビリ提供（地域生活をサポート）

問訪・所通（   ・ショートステイは要支援１～２の方も利用可）

お 困りでは  ありませんか？

【医療提供】　あさかホスピタル 【介護支援】 介護老人保健施設 啓寿園

関連介護施設

【在宅支援】　コムニタあさか

認知症 デイケア（ウェルデイケア/医療保険）

認知症 初期集中支援チームによる訪問支援

認知症  カフェ（オレンジカフェ）
（認知症  について気軽に話ができる場）

入所サービス

居宅サービス

元気になるよう
専門職が
支援します。

認知症デイケアは
主治医の指示があれば

利用できます。

無料で認知症・介護の
相談に対応しています。

地域向けの講演会
（出前講座）

安積地域包括支援センター
（認知症地域支援推進員配置）
ウェル居宅介護支援事業所
ウェル訪問看護ステーション

通所、ショートステイでご自宅での生活を支えます！

福島県認知症疾患   医療センター ドマーニ
（専門医・専門  相談員配置）

    メモリークリニック・認  知症治療病棟ピーノ

〇認知症に関する詳しい検査（MRI  やCTスキャン等）
〇骨密度測定等身体疾患の確認と 治療
〇施設入所前の短期的な入院検査 や入院治療
  （主治医判断）
〇認知症治療病棟での療養
〇認知症に対する薬物治療
〇認知症進行予防のためリハビリテ   ーション
〇介護方法の提案
〇要介護認定調査やケアプラン作   成の支援

●●●●ひとり歩き ●●●●記憶障害 ●●●●言語障害 ●●●●幻覚・妄想●●●●暴言・暴力

あさかホスピタルグループでは、
認知症の受診前支援から認知症の診断、治療、
地域生活のフォローまで様 な々サービスを

組み合わせて支援します。
お困りの際は遠慮なくご相談ください。

入院中から、地域や在宅での暮らしに向    けて支援してい （。すまき 急性期期間 3ヶ月）

要介護状態の方も
安心して

施設サービスを
利用できます。

地域密着型デイサービス・
ショートステイ

特別養護老人ホーム
要介護3～５

介護付き有料老人ホーム
要介護1～５

ご自宅まで
お迎えに
あがります。

特別養護老人ホーム

カーサ・ミッレ

特別養護老人ホーム

しらさわ有寿園

特別養護老人ホーム

カーサ・コリーナ

介護付有料老人ホーム

カーサ・ヴェッキオ
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向かって左側が本館

郡山ハッピー
チャイルド

プロジェクトの概要
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こども食堂・
放課後児童クラブへの
食材配布支援

地域の
子育て家庭への寄付食材の

無償配布支援
（フードパントリー事業）

PORTA便
（食材の配達事業等）

※このロゴには
　『地域の子どもたちのお腹を満たし、笑顔にしたい』
　という想いを込めています。

https://koriyama-happychild.org地域の方々が最も身近な形で目に留め、活動を知っていただく
入口となる募金箱。応援したい方も利用したい方にも届く、そん
な地域の架け橋となる募金箱を設置してくださっている店舗が
あります。ご協力誠にありがとうございます。

【キッズスタジオPORTAの３つの事業】

郡山ハッピー
チャイルド

プロジェクトのご紹介
社会福祉法人安積愛育園

キッズスタジオPORTA

キッズスタジオPORTAの
活動は、地域の広報紙にも
取り上げていただきました。
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法人/団体の方、個人の方向け　寄付・応援サイト募金箱も設置しています！

大志軒  菜々家　 らーめん工房味噌屋　満天食堂   
よしだや　富久栄珈琲

（2022年12月4日時点で設置している店舗です。随時Webで更新していきます。）
 ※『募金箱』を彩る絵は、unicoの作品です。

2022年12月4日現在のパートナー企業一覧（随時Webにて更新しています。）https://www.facebook.com/kidsporta/

S D G sへの取り組み

私たちは、この取り組みに賛同しています
こども食堂事業・地域交流事業の活動
の様子は、Facebook「キッズ・スタジ
オporta」からご覧いただけます。

郡山ハッピーチャイルドプロジェクト概要

郡山ハッピーチャイルドプロジェクトスタッフ
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「オシドリ」 松崎 妙子（MATSUZAKI Taeko） 2015年  クラフト紙、折り紙、色和紙
松崎は郡山市内の通所事業所「ピッコラ」で活動している。作品のモチーフは様々だが、中でも植物や動物を好んで制作しているよう
だ。作品の制作は実物や写真をもとに行われ、特に貼り絵の表現には目をみはるものがある。本作《オシドリ》は小さな作品だが、主題に
注がれた松崎の穏やかな眼差しが感じられ、細やかに貼り分けられた紙片の表情が相まって、見る者の心をじんわりあたたかくする。

共生事業チルコロの取り組み
社会福祉法人安積福祉会　共生事業チルコロ  管理栄養士　チーフ  横田 あやの
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◉ベック研究所
　認知行動療法の創始者のアーロン・ベック先生が研修・研究・
　治療のために開設した研究所（所在地：アメリカ合衆国ペンシ
　ルベニア州フィラデルフィア）
◉ポール・グラント先生
　アーロン・ベック先生とともに、重い精神疾患のために長期入
　院している患者様に対するリカバリーを目的としたCT-Rを開発
◉CT-R（Recovery-Oriented Cognitive Therapy: CT-R）
　リカバリーを目指す認知療法
◉アスピレーション（aspiration）
　身近な夢や憧れ、好きなこと
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スペシャルオリンピックス
広島大会の報告

特定非営利活動法人  スペシャルオリンピックス日本・福島  事務局長
社会福祉法人安積愛育園  ゼネラルマネージャー

品川  寿仁

森の棟
Ⅲ期進捗に

ついて

2022年9月16日（金）
本宮小学校　福祉教育　障がい理解

森陽香さんと話してみよう

2022年  4月

2022年 12月

2022年  4月

2022年 12月




